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論文内容の要旨
本論文は大型肥大船の粘性抵抗を摩擦抵抗、粘性圧力抵抗および船尾渦抵抗の三者に分離し、それ
らを実験的ならび、に理論的に求めた研究をまとめたものである。
第 l 章は実験的研究よりなっている。著者は肥大船の故をもって船型可分原理の立場にたち、摩擦
抵抗を除けば粘性抵抗の大部を支配するものは船尾部であるとして、まず船首部を一定に保ちながら
船尾部のみを変えた多くの模型について予備実験を行ない、低い粘性抵抗の船型とは船尾渦の少ない
船型であることを明らかにした。ついでその結果より選んだ 2 種の低抵抗船型と普通船型とについて
各種の実験を行ない、粘性抵抗の各成分を分離するとともに、船型聞の比較を行なって大要次のよう
な結果を得ている。
すなわち、抵抗試験の結果からは形状影響が急増する明確な肥大度は指摘し難く、これは載荷状態
の如何によらないこと、摩擦抵抗の相当平板よりの増加分は従来の予想、に比べてかなり小きく、船型
によってほとんど変わらないこと 従って形状影響の大部分は粘性圧力抵抗であり船型聞の差は船尾
渦抵抗の大小によること、船尾端水線付近には 3 船型とも二次元剥離らしい領域があり、この点船型
改善の必要があることなどである。
第 2 章は、上記粘性抵抗の 3 成分につき主として理論的に研究を行ない、船型が与えられた場合の
それぞれを推定する方法について述べたものである。
摩擦抵抗については Cumpsty由 Head の三次元境界層の解法を船型に応用する方法を示し、上述の
3 船型について計算を行なっている。その結果は層内の振れ角が模型の流線観測と余りよい一致を示
きないなどの欠点はみられるが、摩擦抵抗値は船型によってほとんど変らず、また相当平板よりの増
分が 7-8%程度に止まっていることなど、実験結果を支持する結論を得ている点が注目きれる。
渦を除いた圧力抵抗の計算は、境界層計算より求めた排除厚きに応ずる吹出しを船体表面に分布し、
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その誘起速度から計算する方法をとっているが、実験に大体近い結果を得ている。
船尾渦はポテンシャル流れとして求めた船体の各横断面の肋骨線に沿う循環を計算し、それより船尾
渦の循環を推定して、以下等価円渦の考え方に基づき抵抗値を出している。模型実験において渦度の
積分より求めた循環および計算抵抗値と比較すると、大体満足で、きる程度の一致であるといえる。ま
た、著者の参加した実船実験から得られた循環値より推定して 船尾渦抵抗には尺度影響をほとんど
考える必要はないであろうと述べている。
論文の審査結果の要旨
大引肥大船の粘性抵抗は全抵抗の 9 割以上をも占める重要なものであり、近時定着した感のある形
状影響の考え方もこのために必要となったものである。しかしその内容をみると理論的に明らかにな
った成分はほとんどない。これに関する一二の散発的な報告はあっても、本論文ほど各成分にわたっ
ての詳しい研究はまだ出されていない。
本論文の成果を要約すると
(1) 船の摩擦抵抗は肥大船型であるにもかかわらず相当平板の他をいくらも超えていなし、。しかも船
型にもほとんど無関係で‘ある。
(2) したがって形状影響の内容は大部分粘性圧力抵抗よりなると J号えてよく、そのうち境界層の肥厚
化よりくる圧力抵抗は船の肥大度によっては変わるが、船型によっては変わらない。粘性抵抗を左
右するものは船尾渦が主であることを明らかにした。
(3) 渦は青山地を離れるにつれて急速に減衰するから、抵抗を精度よく計測することは実験的に困難
であり、理論的には更に困難で、あるが、船体肋骨線上の循環より推定する方法により実用上使用で
きる程度の計算法を示すとともに、その尺度景発事は無視できると推論した。
以上の研究結果は船型設計および改善上の指針として重要な知見をもたらしたものであって、造
船学上寄与するところ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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